予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費
	事業名: 岐阜県ブランド素材活用事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　商工労働部　観光課　観光資源係　電話番号：058-272-1111（内3075）

　　　　　　　E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：5,500千円（前年度予算額：8,000千円）
	要求内容


	１　要求の内容


観光資源や県産品など、様々な顔を持つ岐阜県の豊富な魅力（ヒト、モノ、コト）を見つめ直し、その概要や基本情報だけでなく、背景にある「ものがたり」や、イメージする画像などをデータとして整理し、ウェブ等を活用して「岐阜県ブランド」を広く国内外に発信します。
（１）「岐阜ポートフォリオ（ホームページ）」での情報発信
      　・新たな観光資源のデータ作成・登録
（２）動画サイトでの情報発信
　　　　・「岐阜の宝もの」等の動画コンテンツ制作・配信
	２　所要経費


（1） 「岐阜ポートフォリオ」データ制作・活用費　3,108千円
（2） 動画コンテンツ制作費　2,200千円
（3） 事務費　192千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	8,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,000

	要求額
	5,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,500

	決定額
	5,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,500


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　観光資源や県産品など岐阜県の豊富な魅力をデータ化し、ウェブ等を活用して広く国内外に発信することで、岐阜県のイメージアップならびに観光誘客につなげます。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	観光消費額
	－億円
（H　）
	－億円
（H　）
	－億円
（H　）
	2,372

億円
（H23）
	2,600

億円
（H29）
	91.2％


	観光入込客数
	－万人
（H　）
	－万人
（H　）
	－万人
（H　）
	3,589

万人
（H23）
	3,800

万人
（H29）
	94.4％


	宿泊客数（延べ人数）
	－万人
（H　）
	－万人
（H　）
	－万人
（H　）
	560

万人
（H23）
	600

万人
（H29）
	93.3％



· 　平成２３年度から集計方法を変更したため、それ以前の結果とは比較不可能

（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（1） 「岐阜ポートフォリオ」データ制作・登録
平成24年度中に新たな74資源を追加予定
（2） 「Nippon Archives」を活用した動画コンテンツの制作・配信予定
平成24年度中に中山道をテーマとした動画コンテンツを制作・配信予定
（３）　岐阜ブランド集「清流百景」の制作
　　　　H24.8月　1,000部制作　各種イベント等でＰＲツールとして活用
（４）「飛騨・美濃すぐれもの」の制作
　　　　Ｈ24年度中に新認定商品を含む紹介冊子を作成予定


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　「岐阜ポートフォリオ」に登録の写真は、岐阜県をＰＲする目的であれば無償で使用可能としており、県民から多くの使用申請がある。今後、新たな資源を順次追加し、ホームページを充実させることで、県民を巻き込んだ岐阜県のＰＲを図っていく。
　また、岐阜県を訪れてみたくなるような上質な動画コンテンツを作成し、岐阜県のイメージアップと観光誘客につなげた。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	岐阜県のイメージアップと観光誘客につながるため、事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	「岐阜ポートフォリオ」に登録された写真の利用申請が増加しており、
県が発信した情報を県民や県内外のメディア等が二次利用することで、さらなるＰＲ効果が期待できる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　一つのデータをウェブ・冊子といった複数のツールで活用し、効果的なＰＲを行っている。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　常に最新の情報を発信する必要があるため、登録数の増加と比例して確認・更新作業も増加する。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
上質な画像・動画による情報発信は、閲覧者の観光意欲や購買意欲を高め、岐阜県のイメージアップ、観光誘客にもつながるため、事業を継続していく必要がある。








